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１ 人口減少・少子化の概況
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2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

出生数 4,752 4,822 4,522 4,574 4,403 4,238 4,375 4,509 4,429 4,467 4,527 4,626 4,280 4,444 4,233 4,229 3,879 3,964 3,700 3,625 3,553 3,327
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１ 人口減少・少子化の概況

【福山市の人口減少の状況】

•本市の人口は，2020年（令和2年）の国勢調査で

460,930人であり，1940年（昭和15年）以来の減少と

なった。

•住民基本台帳における人口は，2023年（令和5年）2月

末で46万人を割り込む状況となっている。

•国立社会保障・人口問題研究所の将来推計によると，

2040年（令和22年）には44万人まで減少すると予測

されており，年齢３区分別の推計を見ると，年少人口

（１５歳未満）・生産年齢人口（１５～６４歳）は減少を

続けることとなっている。

•本市の出生数は直近５か年で約６００人減少するなど，

年々出生数が減少している。

出生数 内閣府「見える化データベース」

4

▲５５２人



１ 人口減少・少子化の概況

•出生数の減少により， 0～4歳の人口が約3,100人減少している。

•年齢区分別の5年間の変動では，高齢者を除き，「15歳～19歳」から「20歳～24歳」になる区分と，「20歳～24歳」から

「25歳～29歳」になる区分で大きく減少している。

• これらの年齢区分では，特に女性の「15歳～19歳」から「20歳～24歳」になる区分で減少が大きい。
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１ 人口減少・少子化の概況

•転出入の理由を年代別に見ると，15歳～19歳は就学，20～24歳は就職による転出超過が大きくなっている。
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移動の理由（15歳～19歳）

資料：広島県「人口移動統計」（2022年1月～2022年12月）から作成
※広島県「人口移動統計」の月報を福山市で集約したもの。理由別移動者数は任意調査のため，総務省「住民基本台帳移動報告」に

基づく福山市の転入数・転出数（日本人のみ／2022年）に合致するよう補正を行い理由別移動者数を推計した。
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出生者数，死亡者数，転入者数，転出者数の推移

資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口，人口動態及び世帯」

• 2012年以降は死亡者数が出生者数を上回る

自然減が続き，加えて，2013年以降は転出者数

が転入者数を上回る社会減が続いている。

• このまま，人口減少が進むことで，公共交通の

利用者が減少し，維持・確保が厳しくなるなど，

生活利便性が低下することが考えられる。

• また，地域の担い手が減り，コミュニティの維持が

困難になることも考えられる

• このため，自然減を抑制する少子化対策，社会減

を抑制する若者の定着促進が必要である。



２ ２０２３年度の福山市の主な少子化対策（出会い・結婚から子育てまでの支援策）
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妊娠・出産支援

〇不妊・不育症治療費助成事業

〇低所得の妊婦に対する

初回産科受診料支援事業

〇産前面談

〇夢みるパパとママの会

〇風しん抗体検査

〇こんにちは赤ちゃん訪問事業

〇妊婦・産婦健康診査

〇産前・産後サポート事業

〇産後ケア

〇家事支援家庭訪問事業

〇出産・子育て応援金

〇子育て応援プレゼント事業

２ ２０２３年度の福山市の主な少子化対策（出会い・結婚から子育てまでの支援策）

〇福山ネウボラ相談窓口「あのね」（市内13か所に設置，母子健康手帳の交付）

〇子ども医療費助成（対象：中学生まで，10月～所得制限撤廃）

【保育サービス】

〇一時預かり事業

〇待機児童対策

〇休日保育支援事業

〇医療的ケア児保育事業

〇スマート保育（アプリでの保護者との連絡等）

地域の子育て支援サービスの充実

〇ふくやま子育て応援センター「キッズコム」

〇えほんの国

〇地域子育て支援拠点事業

その他保育サービス
〇ショートステイ・トワイライトステイ 〇ファミリー・サポート・センター事業
〇病児・病後児保育事業（施設型・訪問型）

【保育人材確保】

〇保育補助者雇上強化事業

〇保育士資格取得支援事業

〇保育士等復職支援事業

〇子ども家庭総合支援拠点 〇こども発達支援センター 〇ことばの相談室 〇子育て世帯向け市営住宅の改修・供給
〇ひとり親家庭自立支援事業 〇障がい児療育支援事業 〇奨学金の貸与 〇就学援助費(入学準備費等)

〇初期臨床研修医・専攻医研修支援 〇小児救急・周産期医療体制の構築(岡山大学との連携)
〇医療版ワーケーションによる小児科医確保 〇福山市民病院による小児救急24時間365日対応

〇子育てパパ活躍ウィーク(11/3～11/23) 〇男性育児休業取得促進事業 〇ふくやまワークライフバランス認定 〇女性の就業環境改善

保育サービスの充実

妊娠・出産
子育て

出会い・結婚
就学前 就学後

医療提供体制の確保

仕事と家庭の両立

〇放課後児童クラブ

（5か所の開設時間延長）

〇放課後こども教室

〇インクルーシブ遊具整備

〇市立小中学校の図書館整備・
耐震化

〇小中一貫教育推進事業

〇不登校児童生徒への取組
（フリースクール等）

〇放課後チャレンジ教室

一体的な
モデル事業

実施

（参考）

〇こいのわ出会い

サポートセンター

（広島県）

・イベント・セミナー開催

・相談支援

・企業や団体との連携

・動画などでの情報発信
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学校教育環境の整備

援助が必要な家庭への支援

福山市ネウボラ事業計画（２０２０年度～２０２４年度）に基づき支援

●出産・子育てにかかる費用の軽減 ●保育サービスの充実と医療提供体制の確保

●子どもと楽しめる場所等の創出 ●仕事と子育ての両立支援 ●気軽に相談できる環境づくり

【５つのニーズに対する施策を強化（２０２３年度～）】



３ ライフステージごとの現状と少子化に対する施策の方向性
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親子の遊び・学び等の推進

（現状）

〇子どもを持ちたい理由は「子どもがいると生活が楽しく心が
豊かになるから」

〇室内で広い子どもの遊び場が必要

多様な保育・教育ニーズに対する子育てサービスの提供

（現状）

〇保育士確保や学童の送迎時間延長などが必要

就学前児童等にかかる経済的負担の軽減

（現状）

〇保育費用・教育費・医療費の負担軽減を求める人が多い

〇子育てにおいて教育費用の割合は高い。奨学金の返済に
は長い期間を要する

〇子どもの人数に合わせて経済的負担が大きくなる

３ ライフステージごとの現状と少子化に対する施策の方向性
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子育て中の親に対する支援の充実

（現状）

〇子育てに休みがなく，自分の時間もない

子育て世帯の見守り・支え合いの推進

（現状）

〇祖父母との同居・近居が子育てや仕事のしやすさに大きく影響

〇祖父母や近所の人の協力が得られる地域・環境が必要

出会いと結婚をサポートする体制づくり

（現状）

〇結婚に前向きだが，適当な人にめぐり合えていない

〇職場や友人を通じた出会いは減少。ネットでの出
会いは増加

〇職場や学校などの対面での出会いを希望

〇結婚相手の条件には人柄や家事・育児の能力や
姿勢などを重視

社会全体で結婚を応援する支援の充実

（現状）
〇女性の結婚したくない理由は「家事・育児等を背
負うことになるから」

〇男女ともに残業が多いことによる結婚後の家事へ
の不安を抱えており，働き方改革の推進が必要

〇結婚後に発生する費用や家事・育児など，将来が
不安

結婚等の障壁となる経済的負担の軽減

（現状）

〇結婚にあたって，経済的不安を抱えている人は
多い

〇奨学金の返済など経済的負担で結婚・出産等が
できない

妊娠から出産までにかかる身体的・経済的負担の
軽減

（現状）

〇不妊治療が受けにくい理由は「治療費の負担が
大きいから」

〇出産費用の助成や妊婦健診無料化を求める人が
多い

安心・安全な医療提供体制の確保

（現状）

〇分娩取扱医師や小児科医師などが少ない

〇分娩取扱医療機関も減少

夫婦が協力し合い安心して妊娠・出産できる社会・
職場環境づくり

（現状）
〇不妊治療と仕事の両立に向けた職場づくりが進んで
いない

夫婦間の家事・育児の分担推進と家事の負担軽減

（現状）

〇父親の家事・育児時間は，母親と比べて極端に短い。育児休
業を取得している人も少ない

〇育休取得がしやすい職場環境づくりなどが必要

〇家事・育児は母親という考えを持っている人がいる

人材不足解消にもつながる子育てにやさしい
職場づくりの推進

（現状）

〇育児と仕事の両立が難しく，第１子出産後に退職
する女性は多い

〇妊娠・出産の希望はあるが，仕事などに影響が出
ることに不安

未婚化・晩婚化の解消に向けた

出会い・結婚支援策の充実
希望の子どもの数をかなえるための

子育て支援策の強化

妊娠・出産
子育て

出会い・結婚
就学前 就学後

※行政・民間・地域（市民やNPO等）が連携



（参考）少子化に対する施策の方向性（福山ネウボラ５つのニーズとの関係性）
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妊娠・出産
子育て

出会い・結婚
就学前 就学後

出会いと結婚をサポートする
体制づくり

（現状）

〇結婚に前向きだが，適当な
人にめぐり合えていない

〇職場や友人を通じた出会い
は減少。ネットでの出会いは
増加

〇職場や学校などの対面での
出会いを希望

〇結婚相手の条件には人柄や
家事・育児の能力や 姿勢な
どを重視

社会全体で結婚を応援する
支援の充実

（現状）
〇女性の結婚したくない理由は
「家事・育児等を背負うことに
なるから」

〇男女ともに残業が多いことに
よる結婚後の家事への不安
を抱えており，働き方改革の
推進が必要

〇結婚後に発生する費用や家
事・育児など，将来が不安

結婚等の障壁となる経済的
負担の軽減

（現状）

〇結婚にあたって，経済的不安
を抱えている人は 多い

〇奨学金の返済など経済的負
担で結婚・出産等ができない

親子の遊び・学び等の推進

（現状）

〇子どもを持ちたい理由は「子どもがいると生活が楽しく心が豊かに
なるから」

〇室内で広い子どもの遊び場が必要

多様な保育・教育ニーズに対する子育てサービスの提供

（現状）

〇保育士確保や学童の送迎時間延長などが必要

就学前児童等にかかる経済的負担の軽減

（現状）

〇保育費用・教育費・医療費の負担軽減を求める人が多い

〇子育てにおいて教育費用の割合は高い。奨学金の返済に
は長い期間を要する

〇子どもの人数に合わせて経済的負担が大きくなる

子育て中の親に対する支援の充実

（現状）

〇子育てに休みがなく，自分の時間もない

子育て世帯の見守り・支え合いの推進

（現状）

〇祖父母との同居・近居が子育てや仕事のしやすさに大きく影響

〇祖父母や近所の人の協力が得られる地域・環境が必要

妊娠から出産までにかかる身体的・経済的負担の軽減

（現状）

〇不妊治療が受けにくい理由は「治療費の負担が大きいから」

〇出産費用の助成や妊婦健診無料化を求める人が多い

安心・安全な医療提供体制の確保

（現状）

〇分娩取扱医師や小児科医師などが少ない

〇分娩取扱医療機関も減少

夫婦が協力し合い安心して妊娠・出産できる社会・職場環境
づくり

（現状）
〇不妊治療と仕事の両立に向けた職場づくりが進んでいない

夫婦間の家事・育児の分担推進と家事の負担軽減

（現状）

〇父親の家事・育児時間は，母親と比べて極端に短い。育児休
業を取得している人も少ない

〇育休取得がしやすい職場環境づくりなどが必要

〇家事・育児は母親という考えを持っている人がいる

人材不足解消にもつながる子育てにやさしい職場づくりの
推進

（現状）

〇育児と仕事の両立が難しく，第１子出産後に退職する女性は多い

〇妊娠・出産の希望はあるが，仕事などに影響が出ることに不安

●保育サービスの充実と医療提供体制
の確保

●子どもと楽しめる場所等の創出

●仕事と子育ての両立支援

●気軽に相談できる環境づくり

●出産・子育てにかかる費用の軽減


